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世界が注目するOIST

天皇皇后両陛下がOIST を御来訪

山本一太内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策、科学技術政
策、宇宙政策）

安倍晋三内閣総理大臣と
ジョナサン・ドーファン学長

世界規模で考え、足元から行動する ADHD研究

　2012 年、OIST で初めて開催された注意欠陥多
動性障害（ADHD）に関する一般公開の講演には、
ADHD 児童をもつ親たち、教育関係者、学童施設
勤務の保育士たちが集まり、500 名収容可能の
OIST 講堂は満場となりました。発達神経生物学ユ
ニットのメンバーたちにとって、このことは驚き
であるとともに、自分たちの研究が沖縄のために
役立つと確信した瞬間でもありました。「大勢の来
場者にとても勇気づけられました。私たちの研究
が ADHD への理解を深め、ADHD 児童をもつ家族
がその症状に効果的に対処するためのお手伝いが
できると思っています」と、同ユニットを率いる
ゲイル・トリップ教授は言います。

　ADHD とは集中し続けることが難しい、落ち着
きがない、結果を考えずに行動するなどの症状が
みられる神経発達障害です。現在ユニット内で進
められている一研究では、古川絵美研究員がブラ
ジルの研究者たちと共同で、ADHD 障害に関係す
る脳内メカニズムについて調べています。最近の
研究成果では、機能的磁気共鳴画像法（fMRI）を
用いて ADHDをもつ成人とそうでない成人のある
脳領域の活動を比較したところ、報酬を待ってい
る時と受け取った時にそれぞれが逆のパターンを
示し、脳の反応が ADHDでは異なることを報告し
ています。

　別の研究では、島袋静香研究員を中心に、ADHD
児童をもつ日本人の家族向けにペアレンティング
プログラムを開発中です。このプログラムは、海
外ですでに効果を見せている方法を取り入れて日
本向けに調整されたもので、児童による適切な行
動を両親が強化することによって、児童の行動を
改善させていく方法を紹介しています。予備調査
では 19 の日本人家族が参加し、現在島袋研究員
はこの時の参加者の反応や意見をもとに同プログ
ラムを調整中です。今後は ADHD児童を抱える家
族のための支援体制構築に向けて、県内の様々な
機関と協力していく予定です。「家族のニーズは高
いものの、その支援体制はまだ限定的と言わざる
をえません。私たちは研究を通じてその乖離を少
しでも埋めたいと思っています」と、島袋研究員
は抱負を語ります。
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